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図１４アレー方向タイプ設計した指向性アレーマイクロホンの指向性パターン(a)と無指向性ユ
ニットを用いてフィルタのBi[数Ｍ=３０と１Ｍ(上げて設計した時のfHD5(500ｍ)での比較(b）
６．指向性アレーマイクロホンの特性評価
指向性アレーマイクの特性評価に指向係数を導入して、特性を評価した。遅延和アレーでは指向
係数が周波数に逆比例して下がる（周波数が高くなると鋭くなる）が指向性アレーマイクでは広い
周波数範囲で一定である脂向性が周波数で変化しない）ことがわかる。
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図15提案した指向性アレー-マイクロホン (アレー側方タイカと遅延和アレーとの比較
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７．まとめ
２個のマイクロホンで１次音圧傾度ユニットを構成し、その間隔を使用帯域で高感度、広帯域に
設定し、アレー側方のビーム形成ではアレーに垂直に、アレー方向のビーム形成ではアレーに沿う
方向に配置し､その振幅特性を２次元周波数平面で求め､それらを直線状に配列して２次元r、フ
ィルタと縦続接続する指向性アレーマイクロホンを提案し改善効果を示した。アレー側方のビーム
形成では正面方向は広帯域で、高城から低域まで均一な鋭い指向`性でカーデイオイドの背面特性が
アレーマイクに反映し単一指向性を持つ指向性アレーマイクロホンを示した。アレー方向のビーム
形成では双指向の指向性がアレーマイクに反映し､広帯域で鋭い指向性を持つ単側の指向性であり、
無指向の構成に比べアレー長を約鯛にできることを示した。指向`性アレーマイクロホンの評価去
として指向係数を導入し、指向性アレーマイクのロホンの指向性の評価に適することを明らかにし
た。今後の課題として低域をより広げる検討とＤＳＰによるハードウエア化が残されている。
学位論文審査結果の要旨
平成１７年７月２７曰に開催された第１回学位論文審査委員会及び７月２８曰に行われた口頭発表と第２
回学位論文審査委員会で審査した結果、以下の通り判定した。
近年､多くの場で遠隔収音が必要となり、より指向性の鋭いマイクロホンが要求されている。本論文では、
マイクロホンアレーと信号処理を結びつけたアレーマイクロホンに着目して、２個の無指向性マイクロホン
から成る１次音圧傾度マイクロホンユニットと２次元ディジタルフィルタを縦続接続し、アレーマイクロホ
ンのビーム形成の課題を１次音圧傾度の指向性が効果的に補うように構成し、広帯域で周波数に依存しない
鋭い指向性を可能とするアレーマイクロホンを提案している。鋭い指向性が特徴のアレー側方ビーム形成に
単一指向性１次音圧傾度マイクロホンであるカーディオイドを組合せ、単一指向性が特徴のアレー方向ビー
ム形成に双指向性タイプを組合せることで、ともに鋭い単一指向特性を実現している。また、アレーマイク
ロホンの評価法として指向係数を導入し、指向性の周波数非依存度を明示できる点で有用であることを確認
している。
以上の研究成果は、携帯電話でのハンドフリー化や電子会議システムなどの遠隔収音に大きく貢献するも
のであり、実用的価値は非常に高い。従って、本論文は博士（工学）に値するものと判定する。
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